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　滋賀県と滋賀経済同友会の共催により創設しました「しが生物多様性大賞」に対しまして、１６点もの応募を頂きました。応募頂いた活動を見ますと、活動のエリアは琵琶湖や地域の河川、山林など多様であり、その内容も様々でした。いずれも熱心に取り組まれている活動ばかりで、活動に携わっておられる方の熱い思いを感じられました。
　
　今年度の「しが生物多様性大賞」においては、３つの活動に対して知事から賞を贈ることとしました。

　『「川の守り人」は県外にも誇るモデルとなるで賞』に選ばれた「湖南企業いきもの応援団」の活動は、11の中小企業が連携し、草津市や琵琶湖博物館を巻き込みながら生物多様性に関する活動を計画的かつ継続して取り組まれている点が高く評価されました。流域に多くの企業が存在する狼川をフィールドにいきもの調査を行うことにより、企業の本業と地域の環境とがつながっていることへの気づきを呼び起こす機会を作る等の活動が、滋賀らしい取組みとして周辺地域に波及していくことが期待されます。

　『共感の渦がビワマスに明るい未来をもたらすで賞』に選ばれた「家棟川で生態回廊の再生」の活動は、住民の皆さんが中心となって、地域に根ざした活動に賛同した大企業が参画し、活動の輪が広がったことが印象的でした。家棟川の環境を改善していくため、観光船の活用や水源の山での体験、農産物の味わいなど、人々の関心を川に向けながら、ビワマスを象徴として活動を展開していくアプローチが大変興味深く、審査委員の高評価につながりました。

　 『消えそうないきものたちのいのちの砦を築くで賞』に選ばれた「田村山のカスミサンショウウオを次世代に伝える」の活動は、田村山で起こったカスミサンショウウオの危機に際して、生き物の目線で地域を見直し、協働の持つ力をうまく発揮しながら、地元企業や地域住民と血の通った保全活動をしておられる点が特に評価されました。地元の企業や人々と情報を共有しながら、地域の目を光らせ密猟から守っているなど、地域が一体となってカスミサンショウウオを守っておられるところに感銘を受けました。

　次に、特別賞といたしまして「オオバナミズキンバイ除去大作戦」の活動に対して、滋賀経済同友会代表幹事から賞を贈ることにしました。オオバナミズキンバイが近年琵琶湖南湖で急速に生育を拡大しているという危機感から、NPO法人が漁協・自治会・学生ボランティアに呼びかけ、行政や企業も参加する中で、駆除活動を始められたものです。身近に起こった問題に素早く対応する姿勢が素晴らしく、協働の力を活かして、今後よりその活動を発展させていくことを特に期待して賞を贈ることにしました。


　今回しが生物多様性大賞に応募頂いた活動はすばらしい活動が多く、審査委員各人は悩みながらの選考活動となりました。しが生物多様性大賞の創設を機に、多くの皆様が生物多様性への関心を持って頂き、来年度も多くの方からしが生物多様性大賞へ応募をしてくださることを願っています。
